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研究成果の概要（和文）：パラレルコーパスを利用した多言語教育 DDL（Data-Driven Learning:

データ駆動型学習）の普及に向けて，フリーウェアのバイリンガルコーパス検索サイトとスタ

ンドアローンの多言語検索ツールを開発・公開した。また，日英パラレルコーパスを利用した

英語・日本語教育の教材開発を行い，指導実践によってそれらの学習効果を検証し，外国語教

育現場でのコーパスの実践的利用を推進した。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to implement and promote successful DDL in multilingual foreign 

language classrooms, we have developed and released two new, simple to use, freeware parallel corpus 

tools: an online concordancer, WebParaNews, and a standalone multilingual concordancer, AntPConc. 

The effectiveness of DDL teaching materials for English and Japanese language education using these 

tools and Japanese-English parallel corpora was measured by pre- and post-tests. Results showed 

significant gains and positive student feedback, indicating this approach was useful for improving 

grammar and vocabulary. 
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１．研究開始当初の背景 

 1960 年代のコーパス言語学の幕開け以降，
コーパスの研究・教育への利用は世界的な動
向である。コーパスを利用した学習はデータ
駆動型学習（Data-Driven Learning: DDL）と呼
ばれる。「膨大な実例を集めて法則を見出す」
というコーパス言語学の特性は外国語教育
との親和性が高く，コーパスの直接利用学習
が帰納的な学習に有効な学習方法であるた
め，教育への利用が期待されてきた。しかし，

コーパステキストの難易度，コーパス検索ツ
ールの操作性，指導法の３つの壁があるため，
教室への導入は世界的に見て進展していな
い。 
 
 具体的には，コーパスの多くは英語モノリ
ンガル仕様であるため，英語圏以外の国々で
は検索結果の英文が難しいという第１の壁
がある。それに対して，本課題では連携研究
者の内山が構築した英文に対応する日本語
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文が示される日英パラレルコーパスを使っ
て，学習者の英文理解の負荷や不安を軽減し
て，英語教育での利用を可能にした。こうし
たバイリンガル仕様のコーパスは日本語と
英語の文の対を大量に集めたデータベース
であるため，日本語教育では，英語対訳を
DDLに利用すれば理解の助けとなる。 
 
第２の壁はコーパス検索ツールの問題で

ある。教室でコーパスを利用するには無料で
簡便な検索ツールが必要である。モノリンガ
ル検索ツールについては，研究分担者のアン
トニが開発した無料の検索ツールが世界的
に広まっている。しかし DDL に有効な多言
語仕様の無料のバイリンガル検索ツールは
開発されていなかった。 

 
第３の壁は指導法である。従来の DDL は

帰納的学習によるルールの取りだし（仮説形
成）にとどまり，その後どのように指導する
かは何も提案されていなかった。これに対し，
研究代表者らは平成 19-20 科研において，仮
説形成から仮説検証を経てプロダクション
に至る４ステップ DDL 指導法を提案し，そ
の教育効果を実証していた。 

 
 以上，研究開始当初の状況は，使い易く無
料の多言語コーパス検索ツールの開発，コー
パスを授業で利用する指導実践および教育
効果測定の結果が待たれているという状況
であった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，教育利用に有効な多言語
パラレルコーパス検索ツールの実用化を図
ること，さらに，開発した検索ツールを用い
て，英語と日本語の DDL教材の開発・実践・
効果検証を行うことである。具体的には，次
の 4つの研究を実施し，最終的に，開発した
ツールと教材を公開する。 

 

 (1) 言語教育におけるコーパス利用の普及
促進を図るため，使い易い多言語パラレルコ
ーパス検索ツールの開発研究を行う。 

 

 (2) これまでに蓄積してきた基礎研究およ
び実践研究より得られた知見に基づいて，パ
ラレルコーパスを利用した教材を開発する。 
 

 (3) 開発した教材を指導実践し，事前・事
後テスト等を用いて，コーパス利用学習の有
用性を検証する。 

 

  (4) どのようにコーパスを英語学習に応用
するかという具体的な指導方法を示し，教育
現場における普及活動を行う。 

 

３．研究の方法 

研究目的(1)については， Web版とスタン
ドアローン版の多言語パラレルコーパス検
索ツールを開発・公開する。無料で簡便に使
え，DDLに有効な機能を実装する。 

研究目的(2)については，科学的に選定した
言語形式（語彙・文法）に基づくシラバスを
構築し，コーパス直接利用版と間接利用版
（プリント版）の帰納学習教材を作成し，指
導実践と改良を繰り返して効果的な指導法
を構想する。 

研究目的(3)については，開発したコーパス
利用教材を使用して，指導実践を行い，事
前・事後テストにより学習効果を検証する。 

研究目的(4)については，学会および研究会
において，コーパス利用学習に関するワーク
ショップを開催し，研究発表を行う。 

 
４．研究成果 
研究目的(1)については，平成 23 年度の１

年間の実際試用に基づいて継続的に改善を
加えてきた多言語パラレルコーパス検索エ
ンジン AntWebConc-Bilingual を平成 24 年
度に完成させた。さらに，同年，日英新聞パ
ラレルデータを有償の契約により公開でき
ることになったので，AntWebConc-Parallel

を利用して新聞データを検索できる Web サ
イトを WebParaNews と名付けて平成 24 年
8 月に一般公開した（次頁の図 1）。加えて，
ダウンロード可能なスタンドアローンの検
索ツール AntPConc を開発し，平成 24 年 9

月に公開した（次頁の図 2）。 

 

研究目的(2)については，英語教育の分野に
おいて，WebParaNewsを利用して，文構造
理解の基礎である名詞句構造と動詞句構造
を重点的に学習するコーパス利用教材を開
発し，公開した。また，AntPConc を利用し
て，大学リメディアルレベル学習者向けの
DDL 教材の試作・実践を行った。さらに，
中・高生向け DDL 教材の試作・実践を行っ
た。日本語教育の分野において，本研究で選
定した日本語新聞キーワードを学習する日
本語 DDL コロケーション教材を作成し，公
開した。 

 

研究目的(3)については，英語教育および日
本語教育分野において DDL 指導実践を行い，
事前・事後テスト等を用いて，学習効果を検
証した。その結果，開発した DDL 教材を利
用した指導を通じて，大学の一般英語クラス
における初級学習者・リメディアルレベル学
習者，大学の英語専門課程での上級レベル学
習者，中学生英語学習者，加えて，外国人留
学生の日本語学習者に対して，種々の文法項
目や語彙項目の理解能力を向上させること
が確認できた。さらに，質問紙調査の結果，



 

 

DDL および検索ツールに対する学習者の評
価は高いものであった。今後，DDL が外国
語教育におけるコーパス利用の推進に貢献
できることが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 「WebParaNews」の画面例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 「AntPConc」の画面例 

 

英語教育分野における具体的な成果の一
例を示す。検索ツールを使用した直接検索
DDL，ペーパー版 DDL，Web 検索とペーパ
ー版を組み合わせた DDL という 3 種類のメ
ディアによる DDL 指導法の効果を調べる実
験を行った（Chujo et al. 2012）。英語習熟度
レベルの同じ大学生を対象として，DDL 指
導前後の得点上昇について二要因混合計画
の分散分析を行った結果，3 種類の DDL 指
導法による学習効果はすべて有意であった。
また，メディアの違いによる学習効果には有
意な差がないことが示された。3種類の DDL

指導法は同様の指導手順を踏み，同様の検索
結果に基づいて DDL タスクを遂行するもの
であり，いずれの指導法においても，学習者
は実際の豊富な用例に接することを通じて，
英語の語彙・文法の基本的パターンに関する
知識を積み重ねることができることが確認
された。この結果に基づいて，コンピュータ
環境が必ずしも（充分に）整っていないアジ
アの英語教育現場，我が国の日本語教育現場
さらに中学・高校の英語教育現場において，
実用性が高く普及させやすいペーパー版
DDLを推進している。 

 

研究目的(4)については，普及促進活動とし
て，英語教員，英語教員養成課程学生対象に
千葉大学にてワークショップを開催した。ま
た， WebParaNews および AntPConc によ
る DDL の普及を推進するため，ワークショ
ップ等を平成 25 年度大学英語教育学会およ
び外国語教育メディア学会において実施す
る。 

 

研究成果として，開発した検索ツールに関
する論文が J. Newman他（編）の著書に採
録され，Rodopi（アムステルダム）より出版
された。指導実践の教育効果に関する論文が，
J. Thomas 他（編）の著書に収録され，
Masaryk 大学出版（チェコ）より出版され
た。開発した教材を使った指導実践とその効
果については，日本英語コーパス学会，米国
コーパス学会，TaLC 国際会議，世界応用言
語学会議, AsiaTEFL 国際会議，日本語教育
学会世界大会等にて報告し，同会議発表論文
集に論文を公刊した。また， Language 
Education in Asia等の国際ジャーナルに３
件論文を公刊するとともに，開発した指導法
および教材の詳細を日本大学生産工学部研
究報告 B（文系）に公刊した。 

 

 本研究課題等を含む英語コーパス関連ソ
フトウェア開発研究への貢献に対し，研究分
担者（アントニ）が 2012 年度英語コーパス
学会賞を受賞したことは，本研究課題による
成果が認められた結果と考える。 
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